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にみるその文体(2)
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田 P、

視覚的な表現(色彩)

H. C. Andersen の童話 De rφde slくoe 〔赤い判口は彼の傑作の 1つで

あり,その物語の内容は深く彼の内的生活をも象徴的に表現するものであ

る(cf.拙稿「市話作品とユングの分析心理学^「赤い靴」」『大阪外

国語大学中・北欧比較文化研究←)』 1980, P.95,)。

感覚的な表現について

1

子
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この物語のタイトルには2つの要素^'赤い'と'刷じ^からなって

いるが,いま丞ル、という色彩のみについて潛えてみると,作品を読み終え

たものには,赤い色が一般的に持っている,燃える焔,赤いパラ,血とい

つた強い帖熱,愛などを思い出させる象徴的な価値の他に, H.C. Ander-

Sen の強烈で奔放なエロス,生命力,血気,激しい恋と失恋の痛みなど,

彼の一迎の強い興暫を感じるのである。このように赤一色を取りあげてみ

ても,色は読者に果てしない迎想をもたらし,また色彩に限りなく豊かな

意味内容を含ませることも可能である。文学作品の中で色彩がもたらす効

果はひとり H.C. Andasen のものではなく,鋭い色彩感覚の持主であ

つた Karen Blixen によっても非常に好んで用いられたのである。どれ

程好んで用いられたか,また,どのような色彩があらわれ,それらがどの

ように揣写を美しくし,物語の内容とかかわっているかなどを,彼女の作

隔寺人」の中でみてゆきたい。品

そこで,色彩に関して,作品内容や人間の内的世界と深く関わる,興味

深いと思われる表現や美しい自然捕写のいくつかを,物語のすじにそって

出てくる順に記述し,説明を加える。な充例としてあげる 1~10の筒所の

中には以前のノ」ゞ倫^ f詩人_1 にみるその文休住)^であげたものもまじ

つている。(以下引用文のあとの数字はテキスト「詩人』(syu /4πtaSガShι

FO?'t紹lh'πgι?、, Gyldendal,1969, PP.333-392)の頁を示、す。)

1 blaa->1yseg捻a, grφn (デナー)うすい灰色,緑〕

Folk, der havde kendt ham som ung, sagde, at han var

Vendt hjem med andre のjne. Fφr havde de V記ret blaa, men

efter hans Hjemkomst var de lysegraa e11er 即'φnne.(338)

〔彼の若い時を知っている人々は,彼は述った母をして冊って来

た,といった。以前は青色だったのが,婦国後はうすい灰色か緑だ

つた。〕



フランスやドイツでの留学生活を経て児国した青年は,内的な経験を深

め,大人になり,成熟したことを指すのであろう。髮の色や目の色の揣写

は一般に個々の人剛の身体的特中炊とされるが,他の作品でも Blixen は内
(D

的変化を目の色で表している。

2. gul, Regnbue 〔黄色,虹の色〕

MaasIくe er der for 亘errnhuter Troldom i en gul stedmo-

deTblomst e11er i LU丘en under en dobbelt Regnbue、(342)

〔多分,黄色のパンジ【とか二重の虹のかかった大気の中にはへル
( 2 )

タ派の婦人にとっては何か魔力があるのだろう。〕ンフ

恋にやぶれた少女が手折る,まっ黄色のパンジー。その色は強い嫉如iの

色なのだろうか。それを彼女がマチーセンの胸につけるのを見てから夫人
( 3 )

は気が狂ってしまう。二玉の虹というところにも,鏡の役目を果してぃる

大気中の水蒸気の存在を想像させ,鏡のテーマを追求する作家の意図をふ

と見せていると、老えられる。(昔から鏡忙は魔力があるともいわれてぃ

る。)

(Kaabe), 1yseblaa (Hat), grφnt

プ,うすい青色の帽子,緑の木〕
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3.(Sφrgedragten)ー> 1ysegfaa

(Tr記)噺矧恨→うすい灰色のケ

Hun havde for fφrste Gang lagt Sφtgedragten, da det nu

Var et Aar siden, at hendes gamle Mand var d4d, og var i

en ]ysegraa Kaabe og en lyseblaa Hat. Hun var saa lykkelig

Som en Ringdue i et grφnt Tr記,...(345-6)

〔彼女は主人が死んで丁皮1年経ったので,はじめて喪服をぬぎ,

うすい灰色のケープを着て,うすし>青色の帽子をかぶっていた。彼

女は緑の木にとまっている森鳩のように幸福だった。〕
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人は悲しみの時に黒い喪服を着てその心の中を他の人にも知ってもらう

ネは,うすい灰色と青色の服装で喪が明けたことを告げフランシ

る。そのよろこびは緑色で表されている。

Det var i den Time lige fφr s010pgang, hvori verden synes

gansIくe farve1φS, ja, hvori den ligger som en Forn於gtelse af

al Farve. Nattens rige Farvetoner er forsvundne, har trukket

Sig tilbage som Bφlgerne fra en Kyst under Ebbe, og Dagens

Farverigdom slumrer endnu i LandsIくabet,1igesom Fatverne

i pottemagerleret, der aⅡe er lergTaa, indtil de kommer

frem i Br記ndeovnen. og denne farve1φSe va'den indel〕older

et m記gtigt 工φfte, en alvors{uld, hem'ykkende Forj記ttelse.

(35の

〔丁度日が弁る前の時刻だった。その時,也界は完全に無色のよう

であり,木当に全色膨を否定するかのように横たわっていた。夜の

豊かな色湘は失われて,まるで海辺の干湖のように引いてしまい,

日中の豊かな色膨は,陶器づくりのねんどの中の色のように,いま

だ風景の中にねむりつづけていた,ちょうどその色はかまどの中で

色がつくまえに,すべてがねんどの灰色であるかのように。そし

て,この無色の・wgN弍非常に大きな約東,ーつの大事なよろこばし

い約東ごとを秘めていた。〕

4. farve1φS, Forn記gtelse af al Farve, Farvetoner, Dagens Far-

Verigdom,1er鮮'aa, farve1φSe verden 〔1煕色,すべての色の否定,

色調,日中の色彩の豊かさ,ねんどの灰色,無色の世界〕

夜明け前の美しい自然描写であるが,色のないことをかまどに入れられ

美しい色彩を邦びる前のねんどにたとえている比喩は而白く,この大自然

に約束が含まれくいるとするところなど,どのような約束ごとなのか読者

、
、
、力



の心をそそる。この景色をみている物語の主人公マチ

の結婚計画をさすのだろうか。

5. graa (isinKappe),〔灰色〕

Den gamle Mand, selv graa i sin Kappe, vilde have V記ret

Saa godt som usynlig,.-Han {φ]te sig ogsaa selv ubesktivelig

ensoln, som om han havde vidst, at han virkelig var usynHg.

(35の

〔自分から灰色のマントに身をつつんでいるこの老人はほとんど姿

が見えなかったー・。あたかも本当に幽分の姿がみえないのだと知っ

てでもいたかのように,自分で、鼎i写できない程淋しかった。〕

前の4からの統きであるが,色彩のない夜明け前の自然,それと保護色

のように灰色のマントをきたマチーセン,他人にみられないことは他ノ＼と

の関倩ゾメ全くないことであり,それ故に邦こる心の中の淋しさを灰色と巧

妙に組合せているところが典味深い。

センが考え出す彼
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6. glaslく1are (Morgenluft), rφde (Teglstenstage), blaa (Rφg)

〔ガラスのように溌んだ空気,赤い屋根瓦,肖い煙〕

I den b]ikstiⅡe, glask1砥'e Mω'genluft laa Hirschholm som en

By paa Havsens Bund. De rφde Teglstenstage h記Vede sig,

det ene bagved det andet, som Rev af mφtkere og lys Koral.

Den blaa Rφg steg ti]vejrs som lange tynde Tangranker, der
( 4 )

Str記kker sig mod overf]aden.(353)

〔ーつの動きもなく,ガラスのように澄みきった朝の空気の中に横

たわるヒルシュホルムの町'は,あたかも海底の町のようだ。赤い屋

根の夕1ルが浮かび上って重なりあう村Uよまるで色の濃かったり薄

かったりするサンゴ,空に立ちのぽる青い煙は,海面に向ってゆら
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地上にみられる風景を,海底の中の有様と対照的に比較する比喩は,こ

の価所ばかりではなく,他にも見られるのである。例えばテキスト「詩人」

の 373,390頁や,テキスト『アフり力の農園』の 176頁にもみられる。ア
( 5 )

フり力の早朝の空気の中をドライプする作者は,この時にも自分たちがま

るで海中を行くようだと書いている。陸上のことがらをすぐさま海中のこ

とがらと結びっけるところに,この作家の想像力の特異さと,奇抜さがあ

る。(それは意識の世界がすぐに無意識の世界と通じ合い,同じ位に両力

が透明なことの,荘明といえるかも知れないのだが。)また,デンマーク特

有の赤屋根をみて,海中のサンゴを,肖い煙をみて海草を思う,美しい色

の世界が水而を鏡にして上と下で同時に鼎iき出されるという実像と1决像の

総和を沈者に楽しませてくれる。

いでいる海草のようである。〕

フ. graa (Regn), grφnne (skove)〔灰色の雨,緑の森〕

Nu sprang skoven ud. Den blide, t記tte, graa Regn faldt

i nogle Dage omkring hele va'den som S1φτet omkring en

Brud, og der kom en Dag, hvor a11e skove stod grφnne.(354)

〔優しく険んだ灰色の雨がいく日か花嫁をつつむべールのように降

りそそぐ,するとある日,森はすっかり緑色になっくいる。〕

5月の上旬,唐突として春の戈とずれを知らせてくれる森の新芽である

が,その前忙ふりそそぐ春雨のやさしさを灰色とし,花嫁のべールにたと

える,作者のいかにも女性的な感覚がうかがえる。雨のもたらす春の喜び

と,花嫁の中にただよう幸福感を表現したこの価所は自梨吋苗写の中でも最

も女性的で美しし汗苗写である。

8. blaa, dunkle, grφnt, skygge, Dagens Farver, Dagslys, Far-

Veverden 〔青,暗い,緑,陰,日中の色,昼間の光,色の世界〕



Denne sommernats Himmel var uendelig klar, og saa ren

Og roligt blaa som en vinkas Blomstetblade. Det lange,

Vaade, dunkle Gr記S var lysende,1ivfuldt grφnt, som Juveler

i skygge. AⅡe Dagens Farver laa ide杜e Landskab, ikke

mindre st記rld end ved Dagslys, men anderledes, som om de

nu udh'ykte en ny side af deres V記Sen, som om den hele

Farveverden var blevet sat om fra Dur til M01.(37フ)

〔真の夜空は限りなく澄み切って,日々草の葉のようにすっきりと

落ちついた青色をしている。一艮くてしっとりと黒ずんだ畔民ば影に

ひそむ宝石のように光って,水みずしい緑をしている。この風景の

中には,日中の色彩のすべてがひそんでいて,昼剛の光にあたるの

とオδとらずブJ強いが,異ったものでそれらが,まるで新しい生存の

一面を今,表現しているかのようであり,丁度それは全色彩の世界

が長調から短調へと切りかえられたかのようである。〕

これもすぐれた自然描写のーつである。明るく楽しい陽気な色彩を昼の

色とすれぱ,夜はそれに反して暗く,淋しく陰気な色として感じとられて

いるが,存在の陰陽両方に同じ価値観をもたせている作者の思老法は,海

上のものをすぐに海底の何かにたとえうる想像力とも相まって,作家のす

るどい洞察力を示すものであろう。昼と夜の色彩の世界のイメージは,ま

た,ぴったりと長調と短謁という音の世界として比験的にとらえられてい

る。
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9. blanke (skive), Guldbro, jemgraa (Flade), gyldne (Fisk)

〔鄭く月面,金の橋,鉄灰色の表面,金色の魚〕

Dens blanke sldve slog en sma]

jerngraa Flade, som om en stime

gyldne Fisk legede i overfladen,

Guldbro tV記rs over Sφens

af mange Hundrede smaa,

.(37フ)
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(制K満月は湖の鉄灰色の囿を償ぎって・・本の細い企の橋をかけて

いた。それはあたかも何百匹という小さな釡色の魚の群が湖面でた

わむれているようであった。〕

これも夏の夜空にかかる月と,金色に絢K湖上の有様を,遊ぶ金色の小

魚としてとらえ,統者に黄金色の満同の夜の美しさをυπ弗とさせる。しか

し,この完堅な美しさは,物語の中で,これからおこる流血の悲劇麺台と

なるようにしつらえられたものである。

10. ildrφd (Lue)〔焔の赤色をした鬼火〕

"..- se nu Dit Haar, det er soln et udraabstegn, Son〕 VI

Digtere sikkerlig kan have Brug for, en li11e, ildrφd Lue, en

Lygtemand til at vise Folk den gale vej, den sn記VI'e vej,

Som fφrer til Helvede."(384)

〔1、お前の髮をちょっと見てごらん。まるでわれわれ詩人がきっと

使えそうな感嘆符みたいだよ。燃える赤色の小さな炎,人間をよか

らぬ道,地ぢ弐へつづく狭い道へどさそう鬼火だよ。」〕

このシーンでは,}Rいマントを着くまるで魔女のようにみえるフランシ

ネの髪を指さして,酒に剛乢、つぶれた・肖年詩人アナスが口からでまかせ

托話しているところである。物論の進農の中でこの会話をみる時,赤い髮

は彼女の彼に対する激しい愛を表してはいるが,彼の方はそれ故に,その

髮に一痕リ)廻班配杓なものを感じている様子と,疑いをもつ様子がえがき出

されている。物語の結末に来て赤髮のこの女性は恋人アナスの愛(マチ

センを射ったこと)に呼応して,次の日結婚することになっている婚約者

センを石で打って殺してしまうことCなる。マチ

以上,作品中にみられる多くの色彩描写の中から10力所を取り上け,ど

のような色彩がどのように用いられているかを具体的に示したが,これら



の例から見る限りでは,ある色彩がーつの定まった何かを表すといった

価Uこは作品の内容と関わっていないようである。ただ,彼女の小品'En

blaa HistoTie'〔・ーつのi〒い物語〕や'De blaa ωjne'噺り'い眼〕などから

みる限り,肖は彼女にとって,全包界を表す重要な色であることはま
( 6 )

ちがいない。しかし,今・・・・つうすい灰色を取り上げてみると,例 1では,

未経験の若さから包ヲjを枝んだ人ノ所忍強を象徴する色と思われ,例3では

黒から着がえたよろこびの色であり,仞典ではA、はまどろんでいてはっき

りしないが,何か約宋を包みかくしている米知の色である。例5では自然

と同色なるが放に他の人にみえない,他との人冏関係をつくれない孤独な

人固の色とみられ,伊汀では美しく優しい心あたたまる1ホiの色,伊円では

黄金の月光を反射する最商の美^湖面の色となるなど,他との関係,周

囲の状況によ乃て・つの色が郡々の愆味あいをおびている。

しの他作品中に,は乃きりと形奔訓,名師1,動詞の形で表現される色彩
(フ)

は大きく分けて10色で,決して多いとは云えない。この10色を更に詳しく

みてみると, rφd 〔功0 の小にも lyserφd 〔うすゾjU があるイ也, rosem、φd

〔パラ色〕,伊玲にみたように Koral〔サンゴの赤色〕や, blodrφd 〔血リ)

赤〕,仞Ⅱ0 にみるⅡdr血〔炎の赤〕などがあり,・古の中には単なる blaa

〔斉〕と mφrkeblaa 〔t膿い・1'1〕, 1yseb]aa 〔うすし>iご'〕, himmelblaa 〔rN

色〕がみられる。岡じように前述の graa 〔灰色〕をとってみても, 1er-

graa 〔ねんどの灰色〕, tingraa 〔錫の灰色〕, jemgraa 〔鉄の灰色〕,と鉱

物にみられる灰色に分かれている。 hvid 〔白〕にオ6いても kalkl〕vid 〔し

うくいの1七1〕, SφIvhvid 〔銀の广1〕, m記lkhvid 〔ミルクの亡1〕とニュアン

スの述いがある。

異る色彩のM湾:はy゛太作家の光と影に鬨する感党に通する、のである。

この作品にはψ邦企な色の名称をり・えられないが,色彩と光に関する表現

となって,各所に散在している q付50力所)。それらの小には, mange

f釦'vede 〔多くの色〕, Farverigdom 〔色叉三の1少:かさ〕, AⅡe Dagens Far-

Ver 〔日中のすべての色采三〕, hele Farveverden 〔全色彩グ)世界〕などの

31
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表現がある(8 力所)。血の気の引いた芥白を表す bleg (フ力所),

farve1φS 〔無色〕といった表現もある(3 力所)。透明度に関するものと

しては klar 〔澄んだ〕, SφIVMar 〔銀色に澄んだ〕, glasldar 〔ガラスのよ

う1こ透き通った〕があるかと思うと, blank 〔きらきら卸く,艶のある〕

がみられ(9 力所),光そのもののあるなしを示す lys, slwgge, m血'k,

Mφrke, dunkel 〔明るい,影,暗い, fl",暗黒の〕も多くみられる(23

力所)。

はっきりと色彩の名称で描写している場合と後のグル【プにまとめたよ

うに一般の色と光に関する描写の両岩を合せると,非常な数にのぽり,ざ

つとみても各頁に2~3力所これらの表現があることになる。

BⅡXen の私信(Bleue /14 A/光'元ω 1925-31 a926年4月1日付な

ど)にもみられるように,光と影,光と闇あるいはそれらの象微する意識

と無意識の世界に極めて敏感で深い観察の月をむけていることがわかる。

この色彩と光に対する鋭い視党感覚は,例8でみたよう忙,直もに音の感

覚とも結びつき,美事な比喩となってくる。

色彩に戈いて見られる彼女の特徴は暖かい色から中問色,災モい色にまで

及び,多彩から無色までと幅広く,使用された色が一様に分布している。

しかしどちらかといえば,冷たい色の艮が多いようである。

B]ixen は画家になろうと娘時オtに美術学校へ通ったこともあったが,

結局,画家としては最高の芸術作品を残すことができないとわかったと

き,彼女は,文筆をもって,外界の美を伝えることに成功したばかりでは

なく,内的世界の美しさをも象徽という技法で表現することができた。し

かし,この技法は彼女のすぐれた天分から生れたものであるためか,少し

もぎこちなさを感じさせないもので,泉のように濁き出る想像力によって

流れでてきたもの,という印象を与えるのである。

(以下,色彩についての描写を一覧表にまとめておく。)



A ク'ノレ【プ

1

色

赤(rod)

koralrod

blodrφd

ildrdd

mφrker4d

Iyserdd

rosenrψd

(WD Tψdme

彩

〔サンゴ色〕

〔血の色〕

〔炎の色〕

〔濃い赤〕

〔うすい所口

〔バラ色〕

〔顔をあか
らめる〕

ユダの髪の毛,屋根のタイル

屋1畏のタイル

田舎の子供たち,血

鬼火,髪の毛

髪,屋根のタイル

アネモネ, 1淵子,頬,服,

顔

拙写された事物

2
1勺(hviの

kalkhvid (石灰色〕

SφIvhvid 〔娘白色〕

m記lkhvid 〔乳掬色〕

hvidg1φdende
(白く脚く〕

33

3

度数

力【テン,ラオラッナ,オQずみ,コート,
魔法,牝牛,夜碧,牛,丸いもの,マチ
ーセンの好きなもの

裁判所の記録室

鏡

壁

鉄の鍵

黒(sort)

(羽D sortne〔卿暗になる〕

19

4 緑(grφn)

foraarsgrφn 〔春の緑〕

gyldengrφn (金緑〕

(四D gr血ne 〔緑になる〕

ライラ y ク

厩,まつげ,靴ひも,手袋,とらわれ人,
ケーフ,ノ(

鋼の前

5 青(blaa)

mφrkeblaa 〔濃紺〕

Iyseblaa 〔うすい青〕

himmelblaa 〔空色〕

限,風ナR,森,庭,草

大地

光

あたりの風祭

14

眼,煙,池,空,夏の夜空,服,帽子

戸,部屋,眼

11

庭に面した部屋,部屋

9

10

ブランシー、

"!,力五畏打
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灰色(graa)

Iysegraa〔うすい灰色〕

Iergraa 〔ねんど色〕

tingraa 〔錫色〕

jerngraa 〔鉄灰色〕

7 黄色(guD

8

眼,ケープ

陶器作りの材料(ねんど)

柱

削而

9

(guld)

1柁10
(SφIV)

(bNn)

パンジー,蝶,光

1"貯,

B グノレーフ゜

:王式,

タ方の光,橋,魚の併

1 1 陶(mφrk)

〔うす暗い〕 1 広冏halvm血k

1 ・,・

鏡の小の姿,スンド海峡

8

色

1 2 透明.明るい(klar)

〔銀色の明るい〕

ーー山一卿"1
1'1膨"ーー 1

彩

6

4

7

描写された芋物

5

3

青ざめた(bleg)

・宵ざめた〕

86計

鏡の小の姿

葉,人の姿,般,髪,

匹"

フランシーネ,ブナス,2人の子供,庭
向きの部屋

死体

髪,室右,白樺の木

14

9

1,
1 ・

叉'_ノ

金色

銀色

オラッ

ノト浪6

一
一

q

ど
色
ん
の

「の才"
士
ご

や
頂
々
の

り口

t

の
而
夏
表
,
U

光
月

畏
r
司

一
.

,
色

屋
の
部
昼

色
1

コ

レ

ヨ
ト

顔ク



6 色なし(farve1φS)

Farve1φShed 〔色のな
いこと〕

A ・ B総計 136

この物語の中には色彩の数々が散らばっており,あるものは比喩として

物語の内容と深くかかわっていたことをこの項で考察したが,次の項で

は,視覚以外の感党表現のいくつかにも検制を加えてみたい。

世界,色の否定

世界,色の否定

(注)

(1) hans unge Ansigt blev blegere, og hanS のjne mφrk田'e end f4r,(cf.

'pisa', Den unge Dames sorg,25.)心の重い男装のブウネーセの目の色を

表すところがある。

(2)キリスト教新散の一派,1722年ドイツ忙始まる。

(3) cf.'pisa'では鏡が大きなテーマのー・つになってぃる。

(4) cf、「コペンハーゲンの会話'」拙論「カーレン・ブリクセン・^'寺人の使命

^Heretica との関係において」(大阪外「N僑大学学假第41夛,1978),「詩

人」にみるその文体住)(上記学般第44号,1979),5.(1)"人形"。

(5)友人のデニスと作者をさす。

(6) cf.拙論「カーネーシ,ンをつけた若しψ」」にみる文学観 q拘出学假33号,

1975),154 -155。

(フ) cf.小林英夫著作集6 「文休論論考」,217-8,イタリャ女流作家ネク'りの

色彩を老察してその数,68色をあげている。

35
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聴覚的な表現

音に関する表現は色彩に関するものに比してずっと少ないが,それでも

20箇所ぱかりを拾いあげることができた。物語の初めでは春の到来を告げ

るナイチンゲールの鳴声や(349),マチーセンの心を戈どらせる,オルゴ

ールから出るマズルカのメロデ'ーが美しい(350,351)。人は森に出て歌

い(354),アナスの作詩の中ではあるが,風の音までがソロやオーケスト

ラを奏でる(37の。前功、な空気をかすかに震わせる蜜蜂のブンプンとい

う羽音が聞こえるかと思うと(374),老マチ【センのはるか昔の思い出の

中には,一緒に堅信礼の準備をした少女の息、づかいなどがもどってくる

(38の。フランシーネの笑いは恋人アナスとの楽しい会話の中でうきうき

した雰囲気をかもし出す(381)。

しかし,マチーセンがアナスの銃に射'たれくからは楽しい音の世界は

一変し,彼のあえぎが聞こえ(387),彼の耳忙は犬のなき声がきこえる

(388)。誰かが泣いている,その声が行ったり来たりしている(389)。彼

自身,何度か声を出そうとするが,声もでない(391)。

あらゆる色彩を抱擁した灰色,無色などに描かれた日の出前の色彩描写

とは全く反対に,マチーセンの色の世界が暗'くなった(sortne)時,音の

世界でも自分では声がない,無声の状態に追いこまれる。これで物語はい

よいよ終りに近づいて来たことがわかる。

いまいましげに叫ばれたフランシーネの"あんた,詩人ね!"という言

葉が剛の中で聞こえるだけである。このように変化する音の世界を辿るこ

とによっても,物語の発展経路が明確に表示されている。次にもう少し詳

しく,いくつかの比喩的な表現を取りあげ,前項のように説明を加えてみ

たい

2



1. Nattergalen 〔ナイチンゲール〕

Nattergalen kom, og fm'vandlede hele verden til en violin,

<349)

〔ナイチンゲ【ルがやって来て,全世界をーつのヴブイオリンに変

えた,ー・〕

楽しい緑の森で歌うこの鳥の「搗き声があちこちからきこえてくると,世

界中がーつの楽器になったというオーヴプ【とも思える表現は,美事な隠

喩のーーつであろう。

2. vindene〔風の音〕

Og vindene spi11ede paa F1φjte og Basuner, af og til s010,

af og til samledes de igen i store orkestre.(37の

〔風が横笛やバスーンにたわむれ,傑"こはソロを,また時には大き

なオ【ケストラを奏でる。〕

森や野原について詩をかいたアナスは,フランシーネが他の男と結婚す

ることを知ってから,海の事について詩をかこうとする。この箇所はこれ

からつくろうとする討ψ)中で聞こえる音である。

Trio 〔三重奏〕

IDage og ugevis levede denne Trio, selv naar de drak

The i den grφnne Have paa Friheden, i store himmelske

Haves Dybder.(373)

〔3人がりべルテ荘の緑の庭で邦茶を欽んでいる時でさえ,何日も

何週問も彼らは広大な果てしない海の底で暮らしていた。〕

37

3.
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これは色彩の項でも述べるべき箇所であり,また緑の庭を大海原の海底

にたとえる比喩として取り上げても適当なのであるが,3人というところ

を Trio 〔トリオ〕と音楽的表現を用いている。前項であげたように,昼

と夜の色彩の世界を長調から短ず"ヘ・・・・・・という音楽的表現を用いて言いか

える他, Rytme 〔りズム〕, Toneart 〔音調〕など音楽に関する語もあら

こもにみえている。

4. Skovdue 〔森鳩〕

Saa lo Fransine lykkeligt, blidt og sagte, som en skovdue

kurrer.(381)

〔そしてフランシーネは楽しそうに,やさしく,もの静かに,一羽

の森鳩がクックと喋K ように笑った。〕

楽しそうに,喪服から春らしいうす色UX恨に着がえた女性は森鳩にたと

えられたが(cf.前項「色彩」 3),またここでその笑い方を鳩がなくよう

だとしている。

5. Ekko 〔こだま〕

Og hele Tiden, som et Ekko, der i det opslugende Mφrke

bφlgede og rUⅡede ilange Huler, slog hendes sidste ord ham

a杜er og atter i Mφde fra aⅡe sider.(392)

〔いつまでも彼女の最後の言葉がまるですべてを呑み込んでしまう

まっ暗な長い穴の中で,波うちころげまわるこだまのように,まわ

り全体から何度も何度も彼(マチーセン)にぶつかってきた。〕

ゲ【テのワイマールにも似た,小さな楽園をデンマークの片田舎にうち

たてようとした枢密顧問官マチーセンは,瀕死の状態であるが,今はワi

マールの詩の世界にいると思っている。そして,石で打ち,最期のとどめ



をさした婚約者フランシーネの叫び声を暗開の穴の中で聞きながら死んで

ゆく。

ここでこの物語のテーマをもう一度老えてみると(d.「「詩人」にみる
(])

その丈体住U,4),マリオネ"トである人閻マチーセンが,若い2人の恋人

たちを自ら操ろうとしたその復しゅうは死であった。それも恋人たちによ

つて死に向わされたのであるが,その最期のシ【ンにこだまに代表される

音の、世界が出てきたといえる。実休のあるような,また,ないような音

^こだま^に人生,死,運命といったものを象微させているのか,作

家 Blixen の意図は読者には推測の域を出ないのである。しかし,マチー

センが何度も何度も穴の壁にぶつかる"あんた,詩人ね!"というこだま

を聞きながら意識の世界に別れを告げたことと,暗闇という色彩の世界を

呼応させて兎凱判の終結を巧妙に,また極めて象徴的に表現していると思う。

(注)

(1)「われわれ人周はマリメネ"ト人形である。その劇で何より大41なことは

作家の一紳の一愆図をはっきりさせておくことである。」(cf.'ピサ', S1υ

j'472t4Sh'Sゐι戸'07'tイτ711i?1ger, P.40.)
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峡覚的な表現

匂い(臭)に関する織写は少なくとも20箇所はあり,この度数は色彩拙i

写に比してほぽ牙と少ないが,音に関するものとはほぽ同数である。

この映覚忙関する描写の中には春の自然描写が多く,木々,草花,野原

や空気,風といったものからなっている。列J物(牛)の臭いや,その益が

哲学的な意見とからませて出てきたりもする。また,間接ではあるがかぎ

煙草の匂いなどは読者が容易忙想像できるような書き振りになってぃる。

3
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それでは以下に BliX即が重要視した空気,風をはじめ草木,杢の描写

と比喩のいくっかの例をあげて説明を加え,最後に20例の一覧表をつけ加

えることにする。(例文の番号は46~47頁に添付した表の中のものと一致

する。)

1. Luften 〔大気〕

, men det regnede, Luften fyldtes med Duft og Jω'den

med Grφde,...(349)

〔・・・しかし雨が降って,大気は芳香で,大地は生兪力力司栃たされて

いた。〕

大気は視覚的忙とらえることは困難であり, BliX即は常にそれを喫覚

と共に感知しようとする。ここでは Luften 〔大長口と Jorden 〔大地〕

と並べて宇宙の二大要素を描写し,その豊かさを先ず,雨^水の要素

^の中に打ち出す。匂い忙関心ψ)ないものであれば,自然描写は木,草

花にとどまり,この視覚的なものの描写だけに終ったかも知れないのであ

る。

2. LU{ten 〔大気〕

Den klare dunkle Luft var fyldt med Sφd og syrlig DU丘

af vaadt, friskt LφV.(349)

〔その澄んだうす暗い大気は,況、1れて新鮮な木の葉の甘酢っばい香

りでーぱいだった。〕

ここでは大気に香りを与えた木の葉が湘れくいるという触覚的な表現を

もともなってオ6り,あらゆる感覚的な捕写を網羅していることがわかる。,



3. LU丘en 〔空気〕

LU丘en under Tr記ets Grene var m記ttet med gyldengrφnt

Ievende Lys, Lindeblomsternes honningSφde Duft og uta11ige

Bie玲 Summen.(374)

〔枝の下の空気は金緑色の生き生きした光と,しなの木の花の蜜の

ように甘い香りと,無效の蜜蜂のプンプンという音でーぱいであっ

た。〕

匂いがあたりの Lys〔ヅ卸の様子と共に拙i写され,当然それらすべてを

包んでいる大気がある。光と影(陰)もまた BliX飢の大きな関心である

ことはすでに述べた。

4. Morgenluften 0劉の大会U

Den styr1祀nde, beV記gende DU{t af poplernes lodne uavsede

Blomster blev optaget i MorgenlU丘ens rige Harmoni.(349-

5の

〔ポプラの毛のある小さな花からくる消々しくかきたてるような香

りが,朔の大気とよく沸杯Uしていた。〕

41

Styrke は疲れたものを再び新鮮にする,力を与える(Eng. refresh)

の意を表す動詞, beV記ge は動く,活動する(Eng. move, stir)などを

表す動詞であるが,その2つの動作の進行を示す現在分詞形で用いられて

いる点,!期の大気の香を形容するにふさわしい。

5. AftenlU丘en 〔タべの大女U

I den lく1are Sφdt duftende Aftenluft fφlte hun

geme saa st記rkt og let som et ungt Birketr記,

Slt eget Le-

(376)
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〔この澄み切った,甘い香りのするタべの大女W)中で彼女(フラン

シーネ)は自分の休がまるで幽樺の若木のように強く,怪やかだと

感じた。〕

アフり力の高原での生活中,空気は最も重要な要素だと強調している

BⅡXen は,ここでも,タべの大気を klar, Sφdt duftende 〔澄んで,甘

い香りを放つ〕と形容し,その中で1人の女性が感じる体を1本の若木に

腎えるのである。すでに比喩のところ「「詩人」にみるその文休住U1Π,iv)

に入れたが,また,再びここで朝の空気の次に入れて,タべの空気と比較

させた。

これはフランシーネが,恋人アナスが砂切)中で彼女をみたと話すのを聞

いている噛V)感じを述べた箇所である。

6. vinde〔匝U

Balsamiske vinde strφg t記t hen ova' Jorden.(389)

〔バルサム(ほうせんか)の香りのする風が大地をすれすれになで

ていった。〕

大気の動きは,この文では風として触覚郵"ことらえられ,それがバルサ

ム(ほうせんか)の香を運んでくる様が balsamiske vinde 〔バルサムの

香りのする〕と風の形容詞として表現されている。人の頭でもなでるよう

にさっと通り過ぎる風の様子は Strφg (stryge の過去形)と擬人化され

オゴ苗写になっている。

フ. AnemoneT 〔アネモネ〕

Anelnoner,

Duft.(349)

〔指のような葉っばと甘'忙がい匂いのするアネモネ。〕

, med fingrede Blade og Sφd og bitter



ぶなのホの下に仏げられた1枚の織佳のように咲くピンクや白の野生の

小さなアネモネ。それにも目をやった作者は,ここでこまかく香りの推i写

を試みる。

8. Jasminer 〔ジースミン〕

Den kV記lende, bitre og Sφde DU丘_.(365)

〔むせぶようなにが甘い香り・・・〕

これは来客(マチーセン)を待つフランシーネが活けた大きなジ,ス

ンの花束からの香りである。

9. K1φVer 〔クロ【バ〕

Han fφlte den drivvaade, tunge, honningSφde K1φVer slaa

hem mod sine sldnneben.(378)

〔彼(マチ【セン)はしっとりと揣れて重い,蜜の'!1い香りのする

クローパが向うずねにあたるのを感じた。〕

明日は結婚式という前夜,散歩に出たマチーセンが,どうしたことか50

年も昔,子气了がうたってくれたドロポーのうたを思い出す。空を見ると月

が死を警告している, Memento Mori と。想像と思い出の世界にひたっ

ているマチーセンに現実がぶつかってくる。それがこのクローパである。

そのクローバを形容する語が触覚的なもの,重量感を与えるものと香りの

3つである。
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10. Linde 〔しなのオロ

, han kunde m記rke deres rige, ambTosiske Duft.(386)

〔彼は,しなの木の坐W倒な神々しい芳香に気づくことができた。〕

ミ
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大地にたオδれ,吐息をつくマチーセンの口は土で・ーばいだが,それでも

ワイマールにいると彼は思っている。 ambrosisk (Eng. divine)〔神々し

い〕という形容詞はこの彼の想像の世界の,・やでは極めて的磁にしなの木の

匂いにつけられた形容詞だと思われる。

11. Snustobak 〔かぎ煙草〕

Justitsraaden trak sin snustobaksdaase op og tog sig en

Pris. under Nydelsen heraf rynkedes hans fine N記Se ganske

Iidt sammen.(353)

〔枢密顧問官はかぎ煙草の缶を出して,・・・・つまみ取った。それをか

いでいる間,彼のきれいな鼻.をほんの少ししわよせた。〕

センが自分とフランシーネが結婚し,2人を悲しませることで,マチ

詩人アナスがそこから良い詩をつくり出すだろうか・,・・・・など秀えている時

の動作として,このかぎ煙草を取り出すシーンが描写されている。

上の11と同じく鼻を rynke〔しわをよせる〕するのだが,前のはいい香

りに酔う為であり,この牛の排出物にはいやな奥に対する動作であるが,

それをも含めて存在の真の姿を把握しようとする瑚iX飢の生き方をここ

でに粘わせているように思える。

12. Mφget 〔難〕

U.._ Mφget paa Mφddingen, det ska1 1 ikke rynke paa

N記Sen af, det er Kφernes sande V記Sen,..."(382)

〔ごみだめの糞,おまえたちはそれを軽蔑してはならないのだ,そ

れこそ牛たもの真の存在一・〕



13. Kappe 〔マント〕

Hendes mφrke Haar hang ned som en levende, dU丘ende

Kappe, og i dets Ramme var hendes Ansigt kφligt og dugget

i Natteluften, som en hvid Rose.(381)

〔彼女の黒髪は生き生きと芳香を放つマントのように垂れ下ってい

て,その髪型の中で彼女の顔はちょうど一輪の由バラのように夜の

大気の中で冷たく露にぬれていた。〕

マントが芳香を放つものとして形容されているのは,まだマチーセンが

射たれる前に,フランシーネとアナスが語り合うのを遠くからみている時

のことである。この en Kappe〔マント〕は仮面の象徴として提示され,

その仮面がいまだ健在で,生き生きと機能を果していると考えられるが,

次の例をみてみよう。

14.
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Dominoen 〔ド

Da hun lod Dominoen fra Neapelfalde, havde hun sammen

med den bortkastet sin skφnheds yndige og dU丘ende Krans

af Roser og Liljer, der havde betydet alt for hende.(39の

〔ナポリ製のケープをぬぎすてた時,それと共に今まで彼女にとっ

てすべてであったパラとユリで出来た美人の優雅なかぐわしい松倫

を捨ててしまったのである。〕

ノ仮装衣〕

ここでは,彼女がアナスと口論の後に家に締り,そのイタリャ風の風変

りな夜のマントを取った時の様子である。仮面をぬぎ捨て真実の彼女が現

れる。

喚覚的な表現を以下図表にしてみた

ミ
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、"1MI
テキス引用

主フー^ー:フ

349

大

1

349

Luften 〔大気〕

2 Den klate dunlde Luft

(澄んだ1培い大気〕

体

374 3

(fyldtes

ている〕

Luften under Tr記ets

Grene〔木の枝の空気〕

細 1 '
350

り

Sφd og syrlig(fyldt med)

{riskt L'V.〔ミ岳れDuft af vaadt,

て新鮮な木の葉の村酢っばい香り〕

の

med) Duft 〔芳香にみち

風

Morg印IU丘(朝の大気〕

種

376 5 Aftenluft〔タべの大気〕

類

Lindeblomsternes honningSφde

DU丘〔しなの木の花の蜜のよう

に付い香り〕

御 1 0
・■
1一卿

]¥i

Den styr1祀nde, beV記gende Duft

af poplernes (10dne tjavsede)

Blomster 〔ポプラの清々しくか

きたてるような香り〕

御 1 ・ 1加一 〔野原〕

"・1- 〔詑木道〕

*1・1ゞ'ーー/
Under Egetr印

下〕

A.nelnoner

木

0-0 1

Idare Sφdt dU丘ende

た,甘い香りのする〕

.

h血ningSφde 〔蜜の甘い香りのす

1,.
Balsamlske

花 川
365 ミン

Sφd og bitter Duft〔tルこがい香り〕

10゛ー*加

〔パルサムの香りの

・101-

〔澄み切っ

Jasminer 〔ジース

af Balsam (popler)

プラの〕

DU丘en (derinde)〔芳香〕

〔ク訂ーパ〕

kV記lende, bitre og Sφde Duft

〔むせぷような,にが甘い香り〕

〔ノぐノレサムポ

香

気
(
空

気
)



blomstrende K1φVer

〔花をつけたクローパ〕

Iindetr記〔しなの木〕

379 * Kφer〔牛たち〕 varmeSφdeDuft〔あたたかく,

廿いにオ6い〕牛

en pris fra snustobaks-(hans fine N記Se rynRedes)11

daase〔かぎ煙草〕(゛Nこしわよせる〕

1 382 12

dufte overV記ldende st記rkt

〔とてもきついに邦いがする〕

rige, ambrosiske Duft

(豊湘な神々しい芳香〕

Mφget paa Mφddingen

(ごみだめの釜〕

366
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* B]ik fra F's mφr1祀@jne

〔黒い幢からのー・中勺

381 13 hendes mφrke Haar

(彼女の1県い髪の毛〕

390

(ryn1祀 Paa N印Sen af)(';Xこし

わよせ軽蔑する〕

14

(*テキストからの引用例を1唱した分)

4

その他: a)触覚的な表現, b)重量感, C)花

感覚的な表現については,以上のように,視,聴,映の3つをあげた

が,ただそれだけにとどまらず,その他2~3の項目をつけ加えることが

できる。それらは, a)皮陶で感じる感覚, b)物が重い怪いといった感覚,

最後にC)花に関する描写などであり,以下,各々をごく簡単に記述するに

とどめる。

Dominoen h'a

(ナポリのマン

Sm記gtende.- Hvfuldt ligesom

Jasminernes DU丘〔切望するよ

うなぷんぷノしするジースミンの香
り〕

Neapel

ト〕

en levende duftende Kappe

〔生き生きと芳香を放つマント〕

yndig og duftende Krans af

Rosa' og LⅡjer 〔ノぐラとユリの

災しい芳吾を放つ花輪〕

*583

01683

フ
ラ
ン
シ
ー
ネ
に
関
す
る
比
畭

353

(
 
C
)
ミ
)

煙
草
一
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a)触覚的な表現

フランシーネの性格描写に,皮陶の接触をさける,というところがあ

る。先ず,物語のはじめの方で, Hunvar i a11erhφjste Grad tilbage-

holdende ova'for Berφring.(345)(彼女は極端なまでに接触することを

自制する。〕とあり,彼女が他の女性たちのように口づけや抱擁をしたこ

とがないのだが,その彼女が物語の最後では,射たれて血まみれのマチ

センに,その素足にさわられるところがある。すると Hun var f記rdig

med sit 王egeme.(391)〔彼女の休はもう戈しまい。〕という決定的な状

況になる。彼女の美しかった,生き生きした様が,すっかり形相をかえる

ところは視党的忙人形がこわれたこと,色彩のなくなったことでも描写さ

れたが(cf.「「詩人」にみるその文体住U '人形'(XD こわれた'人形'),念

を押すかのように,彼女自身がもう最後の段階忙来た事を,触党的な表現

においても繰返しくいることがわかる。

その他,視党的にも判断できないわけではないが,より皮膚に感ずるこ

とで強く硫認できることは,、ぬれた'という感覚である。この表現は物語

全休の各所に散らばっている。これは多くの場合,他の感覚表現と一緒に

コ乞出て来る。例えぱ夜明け前の自然描写では(35の,色, 光など忙まじ[ヨ,

つて用いられている。 vaade Gr記S 〔ぬれた草〕, vaade syrenbuske 〔ぬ

れたライラックの木〕。その他 et dugget og SφIvhvidt spejl (362)〔1"

にぬれた銀白の鏡〕, dugvaade Majn記tter (363)〔露にぬれた五月の夜〕,

dugvaad Gτ記S paa Markerne (37フ)〔野原の露1こぬれた草〕, driv-

Vaade, tunge, honningSφde K1φVer(378)〔しっとりぬれて,重い,蜜の

よう 1こけいクローパ〕, Begge mine H記nder var vaade af Dine Taarer

(382)(私の両手は邦まえの涙でぬれていた〕などで,ここにその一部を

あげたにすぎない。

怪くなったとかいう表現があるように,重いとか軽いと

b)重量感

気が重いとか,



いう感じは気分的なものである場合が多い。いやな人を劼ねたり,いやな

話をしなければならない時,重い足をひきずって行くように感じ,また反

対に重い物でも好きな人のところへ運ぶ時は,その重さが少しも気になら

ないなど,日常生活の中においてもこれらは珍しいという経験ではない。

Blixen はこういった重量感についても,多くグX笥写を試み,物語の内

容と深い関わりをもたせている。

アナスはデンマーク於民出身者として重々しい動作^しかし優雅な

^の持主として描かれている。 Den tunge og langsomme Yndeiden

Unge Mands Holding・・<346)〔この青年の態度のヰルこある重々しくゆっ

たりした優雅さ・・・〕。それに反して南欧からやって来たフランシーネは彼

とは全く対照的にi唾々とした感じを与える描写がなされている。

Det ejendommeligste hos hende var hendes BeV記gelsers

Lethed. Den var som en Fugls.(344)

(彼女の中で最も特徴的なことは,その動きの軽やかさである。そ

れはまるで,鳥の怪さである。〕

また,彼女のパレーをぬすみ見たマチーセンは,バレ【用語でいう、Bal-

10n'(344)についても彼女との関係で,その芸にすぐれた才のあることを

述べている。

この2人の最初の出会いが教会の前で復活祭の日忙おこるのだが,マチ

センは,この重さと軽さの出会いに大きな秘密があると考え,なぜか強

い印象を受ける(346)。そして2人の間に何か起こる,と予感がするので

ある。

マチーセンが結婚を待つ期問中,幸福感を満喫するが,そこでは

indt丑 han sVφmmede og f1φjidet Blaa (37フ)〔彼が青(空)の中で泳

ぎ飛翔するまでー・〕と彼のうれしい気持を表している。先に,筆者はテキ

スト「翼」を分析したが,この題自身にも,引ixen の幸福感が満たさ

れていたことが思い出させるのであるが,それとは反対に,苦しい重い気

分は,「弟への手紙」の中にみられた。 「詩人」の中でも,アナスがフ、^、^

49
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ネに聞かせる言葉に"...Dj記Velskab,... har negativ V記gt,..."ランシ

(382)〔悪魔は否定的永量を持、ていて・・・〕がある。'われわれから剛tれた

ところで燃素が燃えればもえる程,われわれが重くなる。重い。それ以外

には云いようがない',と表現している(382)。これは疑惑や不幸を指し

ているものと思われる。

このように, BⅡX印は内的な感情,情緒とその度合,微妙な差異をも

重い,軽いといった感覚的な表現を則いて読者に伝達してくるのである。

それは,他の感党的な表現では充分衷現できない質のものであり,それな

りに, BHxen にとっては,飛f迦惑もまた大切な感覚的表現d)・・つになっ

ていることがわかる。

C)花

花には色彩や形があり,香りもあることから,1の視覚的な表現に入れ

るべきが適竺1なのか,3の香りの項に入れるべさか決めがたいが,普から

花だけがもつ象徽的な意味もあるので,・ψぶ別に取り扱うことにした。

花には,花言葉といったものがあり,各々の花が抽象的な意味をもたさ

れてきた。例えば,ユリが貞撚を表す,"som Kyskhedens Blomst"(373)

といったようなことである。各国,各州(県)などでも 1つの花を定めて

国花(州花)と称したりする。 1 ギリスがパラ,中国が41丹,日本が菊と

いった匝Wこ。ちなみにデンマークの国花 q0 はブナである。

この隔寺人_1 の物語の中では,種たの花が登場してくる。それらが伽然

情・景描写の小に出てくるばかりではなく,比1偸的にも用いられている。

けまん草,(赤・ 1ヨ),水仙,先ず,その府リ遉は, ヨウラクユリノ、ニフ ,

ライラック,ポプラの才ι,チュ リップ,ジ气 ンス,クロヒヤシス ミン ,

バの花などであり,物語中,約20箇所忙わたって花について述べている。

その中で,バラについての関係抽写が半数を占めていることは,この花

の持つ象徹的イ耐喰,占くからの伝統,などによるものと思われる。デンマ

クではバラの咲く期間は長く,極類も多く,バラ園などは人々にことの



他,愛されるところである。生活の中でバラが占める位置は,実際的にも

また,象微的にも大きく,パラの花を贈る1侍には必ずその背後に贈り主.の

表現したい感情や情緒を嚇K含ませている(cf. H.C. Andersen Π豚飼
いの少作」の中でのバラ)。

この「肘人」の中でパラがどのように用いられてぃるかを考察してみょ
つ。

A :人間の休の部分,あるいは休っき,様子を老く愛らしく,美しいも

のとして表現していると思えるもの, B :人41.の中で妓も美しい小来事や

思い出の象徴として用いられる」牙A, C :現実にバラにっいて赴人アナス

が詩をかき(343),画家たおがそれをえがき(358),結婚式の前日,バラ

を贈る(37フ)といった 3つのグループに分けられる。以下では AとBの

ゲループのみからいくつかの例をひ・いてみる。

en

A

(i) rosenldndede prinsesse (335)

〔パラの頬をした下女〕

15才の若さで,英国からやって来た CaTOHne MathⅡde (1751-75)を

さす。クリスチ"ンフ世に嫁ぎ,後日一'大悲劇をひきオ6こす女1北である。

(ii)

51

dens Rosenmund var nu ikke andet end sorte HUⅡer i

den hvide Flade.(39の

〔バラの口もと〕{cf.1、1、iトテ人ルこみるその文休Q}ド人形'(XD 、^

われた'人形')

ネの絶望した有様。

(iii) De holdt Deres venstre Haand

hvid Rose, og klippede den af,

フランシ

OP, sotl)

(376)

detOn〕 Var
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〔あなた

に上げて,

アナスが,自分のみた夢の中での有様を彼女に語うている。

(フランシー才→は左の手をまるで一叫倫の白パラのよう

それを切り落した・・・〕

(iv)_.var hendes Ansigt kφligt og dugget i Natteluften, som

en hvid Rose.(381)

〔.一彼女の顔はまるで一輪の白バラのように夜の大気の中で冷た

く露にぬれていた。〕

(V) Hun

gten,

(381)

〔彼女はその場で,丁度白分の花の重みを支えかねたバラのしな

やかな枝のようにちょっとゆらいだ。〕

Svajede lidt, hvot hun stod,

der hal sV記rt ved at b記re

B

Denne for1記ngst forglemte

hans Liv, i hans Livs Krans,

en Rose i Kransen?(38の

〔このずっと昔に忘れてしまった出来事は彼の人生の花,彼の人生

の花輪の中の小さな一輪,・・・はたしく今夜,この花輪に一輪のバラ

をそえてくれるか。〕

Som en bφjelig Rosen-

V記gten af sine Roser.

今までの人生の花輪を飾っていたのは,小さな野草,忘れた草,すみ

ネとの結婚はバラにたとれ,パンジーのようなものだったが, フランシ

えられる立派で美しく,記憶すべき大きな出来事である,との意。

H記ndelse var en HHe Blomst i

Mon denne Nat VⅡde S記tte

バラ以外の花々についても美しく,

が,その中の1~2を取りあげてみよ

また詳細にわたる拙写がみられる

う。



{1} Tulipanerne holdt bet記nlくSomt deres hvide og lyserφde

B記gre lukkede mod Natteluften.(35の

〔チューリップは物思いに沈んで,その白やピンクの花弁を夜の大

気にむけて閉じている。〕

チニ【りツプの花を擬人化した描写であるが,ここでも花の状態を轡《

にとどまらず,それが夜の大気を意識しているような書き方忙なっている

点が注目される。

(2) paaskeliljer, Kejserkroner og Diclytra^Som man i Dan-

mark kalder Lφjtenantshjerta', fordi de, naar man bφjer

Blomsterne 丘a hinanden, indholder en champagneflaS1祀 og

en Dansetinde^ーー<345)

〔ラ"パ水仙,ヨウラクユリ,それにけまん草^花を両側から押

すと,その吽ルこシーンぺ【ンのビンと 1人の踊り子がかくれている

ところから,デンマークでは将・校のハートと呼んでいるのだが^

・〕

53

けまん草はまたデンマークでは'日本のちょうちん'とも呼ばれる,ビ

ンクのハート形の花がいくつも1つの茎にぶら下っている草花であるが,

将校(中跡D たちの愛する飲物と女の子がそのハート形の花の中忙入って

いるとの想像はほほえましい。

視覚(色彩),聴党 C音),映覚(香りなど)と共に,触覚や重量感覚な

ど,われわれが具えもっている感覚のすべてに関する描写を試みることに

よって, Blixen は物語を進行させていった。これら感覚に関する表現は,

非常に莫大なものであり,1つのシーンが,ただ単訓Nこ視覚的な表現やそ

の他の表現で描写されるのではなく,あらゆる感覚的な表現を織りまぜて

内容をもり上げてゆく点が彼女の第一・の特徴であり,それらがまた,内容
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と比喩的に深く関わり合っていることも次にあげるべき特色であろう。

この作家が極めて鋭い感覚の持主であろうことは当然に考えられること

であるが,その表現が繊細で,美しいこと,また想像力と洞察力に満もて

いることは,彼女の文休を特徴づける極めて大きい要素となっていること

は疑いのないところである。

Blixen が心の奥深くで経験した世界が,これらの多くの美しい感党的

な描写によって,「詩人」という1つの立派な織物にもたとえられる典味

深い作品となって結晶したと云うべきであろう。

Blixen, Karen : syι,faπt女StiSたι FO?'t4、1h'πgel, Gyldendal,
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